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of fem (ex. D. esculentum BAK.) have leaves in the tropical, subtropical and 
warm temperate habitats all the year round but the same have the deciduous 
character in the northernmost habitats or the uppermost limit every winter and 
hence summer-green in these habitats. 
C 5) タ＝ヘゴモドキIま旬包校て栄養繁殖をする
タニヘゴモドキ Dryoρteris kominatoensis TAGAwA lま東北， 関東， 中部地方 lζ稀
産する。現在のところ， 日本特有種とE、われる。 ミヤマベニシダとタニヘゴの中間的形態
を具え， ζれらの雑種ではないだろうかといわれている。
私は3～ 4年前， 愛知県新城市の鳥居喜一氏宅の庭で， 三河・設楽町宇連から移植した
タニヘコ
守
モドキの大小の株をみせていただいた。その節， 烏！吾氏は， 原地から 2 ～ 3 株移
植したのが， 乙んな沢山の株数になったといわれたので， あるいは旬旬校的なものを出し
て， ふえたのではないかと考えた。




ら 10～30cm lまなれたと乙ろに 3 新芽を出し， 子除を形成した。 とれを注意して掘上げ，
その状態を観察した結果， この子株は地中性符］旬枝の先にできたものであった。
The rhizome of Dryoρteris kominatoensis TAGAWA shoot the stolon and 
makes vegetative reproduction by it. I collected this species at Ure, Shitaracho, 
Aichi Pref. 
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